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交
詢
社
結
成
の
社
会
的
意
義

新
た
な
社
会
結
合
の
実
験

中
 
嶋
 
久
 
人

 
交
詢
社
ほ
ど
、
内
外
で
評
価
の
こ
と
な
る
結
社
も
珍
し
い
。
ま
ず
は
、
交
詢
社
側

の
自
己
認
識
を
問
う

て
み
よ
う
。
『交
詢
社

百
年
史
』
の
冒
頭
で
は

「交
詢
社
は
明
治
十
三

(
一
八
八
○
)
年

一
月
二
十
五
日
、
福
沢
諭
吉
の
主
唱
の
も
と
に
、
知
識
を
交
換

し
世
務
を
諮
詢
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
日
本
最
古

の
社
交
ク
ラ
ブ
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
交
詢
社
の
自
己

認
識
と
し
て
は

「社
交
ク
ラ
ブ
」
な
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
、

一
方
で
、
日
本
政
治
史
の
側
か
ら
す
る
と
、

一
種

の
政
治
的
な
機
能
を
は
た
し
て
い
た
と
す
る
評
価
が

一
般
的
で
あ

る
。
例
え
ば
、
後
藤
靖
は

「福
沢
諭
吉
、
小
幡
篤
次
郎
ら
慶
應
義
塾
関
係
者
を
中
心
に
し
て
、
明
治
十
三
年

一
月

二
十
五
日
に
創

立
さ
れ
た
交
詢
社
は
、
そ
の
社
則
第

一
条
で

『社
員
た
る
も
の
互
に
知
識
を
交
換
し
世
務
を
諮
詢
す
る
』
社
交
倶
楽
部
で
あ
り
政

治
的
運
動
体
で
は
な

い
と
自
ら
を
性
格
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
実
、
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
政
治
的
役
割
を
果

た
し
つ
づ
け
た
」
と
述
べ
た
。
以
前
、
拙
稿
で
も
、
交
詢
社
を
政
治
的
な
役
割
か
ら
み
て
、
都
市
民
権
結
社
の

一
つ
と
し
て
考
え

た
こ
と
が
あ
る
。
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で
は
、
創
立
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
創
立
の
事
実
上
の
中
心
で
あ

っ
た
福
沢
諭
吉
自
身
も
、
交
詢
社
が
発

会
し
た
後

の

一
八
八
○
年
二
月
二
九
日
の
会
合
で
次
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。

 
 
方
今
政
治
ノ
談

ハ
世
間

二
喧
ク
シ
テ
社
員

二
官
員
ノ
数
モ
甚
タ
多
キ
カ
故

二
或

ハ
之
ヲ
政
談
会
社
ト
思
フ
モ
ノ
モ
ア
ラ
ン
。

 
 
尚
甚
シ
キ
ハ
世
間
ノ
少
年
輩

ハ
之
ヲ

一
種
ノ
政
党
ト
誤
認
ス
ル
モ
計
リ
難
シ
。
去
リ
油

ハ
又
鄙
劣
ナ
ラ
ス
ヤ
。
人
間
世
界
政

 
 
府
ノ
外
二
棲
息
ノ
余
地
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
。
政
談
ノ
外

二
諮
詢
ス
可
キ
事
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
。
余
輩
ノ
所
見
ニ
テ
ハ
是
等
ノ
外

二
悠
々

 
 
ト
シ
テ
迫
遙

ス
可
キ
地
ア
リ
。
孜
々
ト
シ
テ
勉
強
ス
可
キ
事
ア
リ
。
区
々
ノ
政
府
ヲ
目
的
ト
シ
テ
之
二
熱
心

シ
或

ハ
之

二
合

 
 

シ
或
ハ
之
二
離
ル

・
力
如
キ
鄙
劣
ノ
談

ハ
本
社

二
於
テ
終
始
関
ラ
サ
ル
所
ナ
リ

 
福
沢
諭
吉
は
、
交
詢
社

の
求
め
る
と
こ
ろ
は
政
治
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
治
以
外
に
な
す

べ
き
こ
と
は
多

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
交
詢
社
が
自
ら
の
主
要
な
任
務
と
し
て
い
た
、
そ
の
よ
う
な
非
政
治
的
な
活
動
と
は
何
で
あ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
、
福
沢
諭
吉
ら
創
立
メ
ン
バ
ー
が
交
詢
社
結
成
に
こ
め
た
意
義
に
遡

っ
て
考
え

て
み
る
こ
と
、
こ
れ

が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
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交
詢
社
の
成
立
過
程

 
ま
ず
、
簡
単
に
交
詢
社
の
成
立
過
程
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
『交
詢
社
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、

一
八
七
九
年
七
月
三

一
日
付

阿
部
泰
蔵
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
で
よ
び
か
け
て
、
八
月
四
日
に
福
沢
諭
吉
邸
で
行
わ
れ
た

「社
中
集
会
の
義
」
に
つ
い
て
の
下
相
談

会
が
交
詢
社
結
成
の
最
初
の
会
合
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
会
合
の
趣
旨
と
し
て
福
沢
が
書
い
た
も
の
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い

る
も
の
が
、
「附
案
」
と
題
さ
れ
て
い
る
次

の
資
料
で
あ
る
。



交詢社結成の社会的意義

 
 
 
附
案

 
 
 
慶
應
義
塾
の
本
色
は
天
下
の
後
進
生
を
学
問
上
に
教
育
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
其
到
底
の
目
的
は
社
会

の
風
俗
を
改
良
し

 
 
て
人
生
に
大
切
な
る
居
家
処
世
の
路
を
安
か
ら
し
め
ん
と
す
る
に
在
り
。
即
ち
吾
々
及
び
本
塾
先
輩
の
永
遠

に
誓
て
自
か
ら

 
 
期
す
る
所
に
し
て
、
窮
に
此
目
的
を
達
す
る
の
法
を
案
ず
る
に
、
最
第

一
の
要
は
同
志
の
人
を
会
し
て
君
子

の
交
を
開
き
、

 
 
相
互
に
和
し
て
天
真
無
難
の
情
を
通
じ
、
以
て
行
路
を
滑
に
し
て
憂
を
少
な
く
す
る
に
在
り
。
而
し
て
此
事

た
る
や
言
論
道

 
 
理
を
以
て
説
く
可
ら
ず
、
威
福
冷
熱
を
以
て
誘
ふ
可
ら
ず
、
唯
悠

々
洋
々
相
楽
し
む
の
間
に
自
然
に
和
気
を
催
し
て
人
生
至

 
 
宝
の
幸
福
を
全
ふ
す
可
き
な
れ
ば
、
事
の
初
段
は
先
づ
遊
楽
の
門
よ
り
入
ら
ん
こ
と
吾
々
の
願
ふ
所
な
り
。
人
間
世
界
に
遊

 
 
楽
の
高
尚
な
る
も
の
甚
だ
少
な
か
ら
ず
、
書
を
読
み
史
を
語
り
、
新
聞
を
開
き
奇
談
を
談
じ
、
琴
棋
書
画
、
歌
舞
管
絃
、
他

 
 
人
の
技
禰
を
見
聞
し
、
又
自
か
ら
技
彌
を
示
し
、
時
と
し
て
室
内
に
談
笑
し
、
時
と
し
て
戸
外
に
遊
戯
し
、
男
女
長
少
各
々

 
 
そ
の
適
す
る
所
に
従
て
心
身
の
運
動
を
撫
る
も
の
な
き
は
人
生
の

一
快
楽
時
な
ら
ず
や
。
或
は
従
前
の
俗
に
行
は
る

ゝ
遊
楽

 
 
の
事
は
卑
狼
な
る
の
嫌
な
き
に
非
ざ
れ
ど
も
、
君
子
は
楽
事
□
□
に
す
、
荷
も
君
子
の
域
内
に
之
を
制
す
る
と
き
は
、
卑
狸

 
 
は
憂
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
こ
れ
を
し
て
高
尚
に
進
ま
し
む
る
こ
と
難
き
に
非
ざ
る
な
り
。
蓋
し
今

の
日
本
国
は

 
 
人
事
変
遷
の
途
中
に
在
る
も
の
に
し
て
、
其
旧
を
去
り
新
に
就
く
の
劇
変
に
当
り

(以
下
欠
)

 
こ
の

「
附
案
」

に
よ
る
と
、
最
初
は
慶
應
義
塾
同
窓
生
の
社
交
結
社
と
し
て
構
想
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
「附
案
」
で
は
、
慶

應
義
塾
の

「本
色
」
は

「後
進
生
」
を
学
問
上
に
教
育
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
究
極

の
目
的
は
社
会
風
俗
を
改
良
し
て
人
生
に
大

切
な

「居
家
処
世
の
路
」
を
安
ら
か
し
め
る
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
「同
志
の
人
を
会
し
て
君
子

の
交
を
開
き
、

相
互
に
和
し
て
天
真
無
難
の
情
を
通
じ
、
以
て
行
路
を
滑
に
し
て
憂
を
少
な
く
す
る
に
在
り
」
と
し
て
、
社
交
の
必
要
性
を
説

い

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

「言
論
道
理
を
以
て
説
く
可
ら
ず
、
威
福
冷
熱
を
以
て
誘
ふ
可
ら
ず
」
と
、
言
論
や
あ
る
種

の
権
威
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や
利
益
を
ふ
り
か
ざ
し
て
行
う
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
「唯
悠
々
洋

々
相
楽
し
む
の
間
に
自
然
に
和
気
を
催
し
て
人
生
至
宝
の
幸

福
を
全
ふ
す
可
き
な
れ
ば
、
事
の
初
段
は
先
づ
遊
楽
の
門
よ
り
入
ら
ん
」
と
、
む
し
ろ

「遊
楽
」
を
と
も
に
す
る
と
い
う
こ
と
に

よ

っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
交
詢
社
全
体
の
性
格
を
考
え
る
際
、
そ
も
そ
も
慶
應
義
塾
同
窓
生
の
社
交
結
社
と
し

て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
ふ
ま
え
て
お
く
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

 
そ
の
後
も
、
同
窓
会
と
し
て
し
ば
ら
く
は
構
想
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
八
月

一
五
日
付
猪
飼
麻
次
郎
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
で

は

「此
程
中
よ
り
小
幡
其
外
社
友
四
、
五
名
の
発
起
に
て
旧
友
結
社

の
事
を
相
談
致
居
候
。
議
決
の
上
は
詳
に
可
申
上
候
」
と
あ

る
。
ま
た
、
八
月
二
〇
日
付
早
矢
仕
有
的
宛
小
幡
篤
次
郎

・
矢
野
文
雄

・
阿
部
泰
蔵
書
簡
で
は
、
「頃
日
御
集
会
之
節
、
命
を
蒙

リ
候
同
窓
会
規
則
草
案
出
来
候
二
付
呈
貴
覧
候
。
御
異
見
之
条
々
、
来
ル
廿
五
日
ま
て
御
附
札
之
上
、
下
名

へ
御
逓
送
被
成
下
候

様
奉
願
候
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
同
窓
会
と
し
て
の
草
案
が
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
八
月
二
八
日
付
奥

平
毎
次
郎
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
に
お
い
て
も

「義
塾
の
同
社
は
小
幡
君
の
発
意
に
て
同
窓
会
の
事
を
企
、
昨
今
略
緒
に
就
た
り
」
と

さ
れ
て
い
た
。

 
そ
の
よ
う
な
同
窓
会
的
社
交
結
社
と
し
て
構
想
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
変
わ

っ
て
く
る
の
は
、

一
八
七
九
年
九
月
二
日
の
第

一
回

創
立
準
備
会
を
経
て
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『交
詢
雑
誌
』
第

一
号

(
一
八
八
○
年
二
月
五
日
刊
)
の

「創
立
略
史
」
に
は
、

こ
の
創
立
準
備
会
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

 
 
 
明
治
十
二
年
九
月
二
日
、
小
幡
篤
次
郎
、
小
泉
信
吉
、
阿
部
泰
藏
、
江
木
高
遠
、
荘
田
平
五
郎
、
矢
野
文
雄
、
中
上
川
彦

 
 
次
郎
、
藤
野
善
蔵
、
肥
田
昭
作
、
藤
田
茂
吉
、
箕
浦
勝
人
、
草
郷
清
四
郎
、
九
鬼
隆

一
、
和
田
義
郎
、
永
田
健
助
、
松
山
棟

 
 
庵
、
早
矢
仕
有
的
、
吉
村
寅
太
郎
、
浜
野
定
四
郎
、
吉
川
泰
次
郎
、
朝
吹
英
二
、
四
屋
純
三
郎
、
津
田
純

一
、
須
田
辰
次
郎
、

 
 
門
野
幾
之
進
、
渡
辺

(部
)
久
馬
八
、
鎌
田
栄
吉
、
馬
場
辰
猪
、
後
藤
牧
太
、
森
下
岩
楠
、
秋
山
恒
太
郎
以
上
三
十

一
名
、
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交詢社結成の社会的意義

 
 
府
下
神
田
美
土
代
町
三
河
屋

二
会
シ
、
知
識
ヲ
交
換
シ
世
務

ヲ
諮
詢
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
テ

一
社
ヲ
設
立
セ
ン
ト
議
定
シ
、
先

 
 
ツ
社
則
ヲ
作
テ
同
志
者
を
募
集
セ
ン
為
メ
社
則
立
案
委
員
ヲ
選
挙
シ
、
小
幡
篤
次
郎
、
小
泉
信
吉
、
馬
場
辰
猪
、
阿
部
泰
蔵
、

 
 
矢
野
文
雄
ノ
五
氏
其
選

二
中
リ
、
二
週
日
余

ニ
シ
テ
社
則
草
案
成

ル
。

 
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
日
の
創
立
準
備
会
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

「知
識
ヲ
交
換
シ
世
務

ヲ
諮
詢

ス
ル

ヲ
目
的
ト
シ
テ

一
社

ヲ
設
立
セ
ン
ト
」
と

い
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
「知
識
交
換
、
世
務
諮
詢
」
と
は
後
に
編
纂
さ
れ
る
社
則
の

キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
、
こ
の
段
階
で
こ
の
用
語
自
体
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
た
ぶ
ん
、
そ
れ
に
近

い
こ
と

が
こ
の
時
議
論
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
ま
た
、
こ
の
創
立
準
備
会
に
集
ま

っ
た
三

一
人
の
中
に
慶
應
義
塾
卒
業
者

で
は
な
い
江
木
高
遠
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
江
木
は
当
時
元
老
院
大
書
記
官
の
地
位
に
あ
り
、

一
八
七
八
年
九
月
二
二
日
か
ら
矢
野
文
雄
ら
と
と
も
に

「講
談
会
社
」

(通
称
江
木
学
校
)
と
い
う
啓
蒙
的
な
演
説
結
社
を
運
営
し
て
い
た
が
、

一
八
七
九
年
五
月

一
九
日
の
官
吏
演
説
禁
止
令
に
よ
り

矢
野
同
様
演
説
会
活
動
か
ら
は
撤
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。
江
木
自
身
が
発
言
し
た
か
い
か
な
は
不
明
だ
が
、
彼

の
参
加
は
、

慶
應
義
塾

の
同
窓
会
と
し
て
の
構
想
か
ら
、
よ
り
開
か
れ
た
啓
蒙
的
な
結
社

へ
転
換
す
る
契
機
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述
し

た
よ
う
に
八
月
段
階
で
は
同
窓
会
と
し
て
の
草
案
が
出
来
て
い
た
が
、
こ
の
創
立
準
備
会
で
は
、
新
た
に

「社
則
」
が
作
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
小
幡
篤
次
郎
、
小
泉
信
吉
、
馬
場
辰
猪
、
阿
部
泰
蔵
、
矢
野
文
雄
の
五
名
が
社
則
立
案
委
員
と
な

っ
た
。

 
前
記
の

「創
立
略
史
」

に
は
、
「同
月
廿
日
、
南
鍋
町

一
丁
目
四
番
地
簿
記
登
記
所

二
於
テ
、
社
則
草
案
審
議

ノ
第

一
会

ヲ
開

キ
、
四
会
ノ
審
議
ヲ
経
テ
同
三
十
日
社
則
決
定
ス
」
と
あ
り
、
九
月
二
〇
日
か
ら
前
後
四
回
の
社
則
草
案
の
審
議
を
行
い
、
九
月

三
〇
日
に
社
則
が
決
定
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
福
沢
諭
吉
書
簡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 

〈
九
月
二
二
日
付
原
時
行
宛
書
簡
〉
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近
日
小
幡
篤
次
郎
始
社
友
三
十
名
計
の
発
起
に
て
文
学
講
究
時
事
諮
詢
の
為

一
社
を
結
ば
ん
と
て
昨
今
相
談
中
、
不
日
社
則

 
 
も
出
来
可
申
、
出
来
の
上
は
必
ず
御
報
知
御
入
社
を
促
し
候
事
と
奉
存
候
。

 
 

〈
九
月
二
八
日
付
竹
谷
俊

一
宛
書
簡

〉

 
 
近
日
社
友

の
発
起
に
て
、
学
問
研
究
、
時
事
諮
詢

の
為
、
結
社
の
企
有
之
、
社
則
等
も
大
略
出
来
候
様
子
に
付
、
其
節
は
本

 
 
社
よ
り
可
申
上
様
取
計
可
申

(下
略
)
.

 
福
沢
諭
吉
は
直
接
社
則
制
定
に
関
わ

っ
て
い
な

い
が
、
結
社

の
目
的
に
つ
い
て
、
九
月
二
二
日
付
書
簡
で
は

「文
学
講
究
時
事

諮
詢
」
と
さ
れ
、
九
月
二
八
日
付
書
簡
で
は

「学
問
研
究
、
時
事
諮
詢
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
九
月
末
段
階
で
は
結
社
の
目
的

に
つ
い
て
ま
だ

一
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

 
「創
立
略
史
」
に
お
い
て
九
月
三
〇
日
に
決
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
社
則
で
は
、
「第

一
条
 
目
的
 
本
社
ノ
目
的

ハ
社
員
タ
ル
者

互
二
知
識
ヲ
交
換
シ
世
務
ヲ
諮
詢
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
さ
れ
、
明
確
に
、
知
識
交
換

・
世
務
諮
詢
が
目
的
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
〇
月
七
日
付
岩
橋
勤
次
郎
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
で
は
、

 
 
尚
以
三
田
政
党
云
々
被
仰
下
、
政
党
は
間
違
な
ら
ん
。
先
日
よ
り
小
幡
小
泉
其
他
新
旧
社
中
三
十
名
計
り
の
発
起
に
て
知
識

 
 
交
換
世
務
諮
詢
と
申
趣
意
を
以
て

一
社
を
結
び
、
社
則
等
も
略
整
ひ
候
よ
し
、
必
ず
御
聞
込
の
事
は
こ
の
結
社
の

一
条
な
ら

 
 
ん
。
何
れ
発
起
人
よ
り
御
報
知
申
事
と
存
候
。
或
は
昨
今
既
に
社
則
を
さ
し
上
候
事
に
無
之
哉
、
各
地
方
に
入
社
の
人
多
か

 
 
る
べ
し
と
申
事
に
御
座
候
。
以
上
。

と
あ
り
、
遅
く
て
も
こ
の
時
点
ま
で
に
は
確
実
に

「社
則
」
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

一
八
七
九
年

一
〇
月
付
早
矢
仕
有
的
宛
小
幡
篤
次
郎
書
簡
に
よ
る
と
、
「社
名

ハ
交
詢
社
之
方
多
数

二
付
、
則
チ
相
改
申
候
」

と
、
最
初
の
付
け
ら
れ
て
い
た
社
名
が
多
数
決
に
よ

っ
て
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『交
詢
社
百
年
史
』
で
は
、
こ
の
交
詢
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社
は
最
初

の
社
則
で
は

「日
東
社
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
社
則
の

「知
識
ヲ
交
換

シ
世
務

ヲ
諮
詢
ス
ル
」
に
ち
な
み
、

「交
詢
社
」
に
変
更
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
は
、
こ
の
社
則
こ
そ
が
交
詢
社
の
名
称
の
基
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

 

一
〇
月
二
日
に
は
、
創
立
事
務
委
員
と
し
て
小
幡
篤
次
郎

・
江
木
高
遠

・
小
泉
信
吉

・
荘
田
平
五
郎

・
早
矢
仕
有
的
の
五
名
が

選
ば
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
副
規
則
立
案
委
員
の
選
挙
が
あ
り
、
矢
野
文
雄

・
阿
部
泰
蔵

・
馬
場
辰
猪
の
三
名
が
選
ば
れ
、
副
規

則
立
案
に
従
事
し
た
。
そ
し
て

一
二
月
六
日
に
副
規
則
草
案
審
議
に
と
り
か
か
り
、
三
回
の
審
議

で
草
案
を
確
定

し
た
。

一
方
発

会
準
備
に
つ
い
て
は
、

一
二
月
七
日
に
会
議
を
開
き
、
①

=

月
に
予
定
し
て
い
た
発
会
を
延
期
し
翌

一
八
八
○
年

一
月
二
五
日

に
発
会
式
を
行
う
こ
と
、
②
宇
都
宮
三
郎
よ
り
南
鍋
町
二
丁
目
の
煉
瓦
家
屋
寄
付
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
③
煉
瓦
家
屋

改
築
そ
の
他
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
二
〇
〇
〇
円
を
限
度
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
、
④
矢
野
文
雄

・
肥
田
昭
作
を
創
立
費
検
査

委
員
と
す
る
こ
と
、
こ
の
四
点
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に

一
二
月

一
〇
日
に
も
会
議
を
開
き
、
事
務
繁
多

の
た
め
創
立
の
企
画
に
加

わ
っ
た
三

一
名
を
創
立
事
務
委
員
と
し
、
従
前

の
創
立
事
務
委
員
を
庶
務
掛
、
検
査
委
員
を
検
査
掛
に
改
称
し
、
社
屋
改
築
の
た

め
肥
田
昭
作

・
浜
野
定
四
郎

・
吉
村
寅
太
郎
を
営
繕
掛
と
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。
そ
し
て
、

一
八
八
○
年

一
月
二
五
日
に
芝

区
愛
宕
下
青
松
寺
に
て
発
会
式
を
挙
行
し
、
役
員
に
あ
た
る
常
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
交
詢
社
は
創
立
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

二
 
交
詢
社
社
則
に
お
け
る

「交
詢
」

 
で
は
、
こ
の

「交
詢
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
社
則
で
は

「第

一
条
 
目
的
 
本
社

ノ
目
的

ハ
社
員
タ
ル
者
互
二
知
識

ヲ
交
換
シ
世
務

ヲ
諮
詢
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
知
識
交
換
、
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世
務
諮
詢
に
対
し
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

て
い
る
の
は
、
社
則
と
同
時
に
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
社
則
緒
言
で
あ
る
。

 
ま
ず
、
こ
の
社
則
緒
言
で
は
、
文
明
開
化
の
進
む

「現
今
世
界
」
で
は
分
業
が
進
み
、
「今
人
ト
居
レ
バ
各
其
業
ヲ
専
ラ
ニ
シ

テ
以
テ
其
利
ヲ
興
サ
"
ル
可
ラ
ズ
」
と
し
て
、
分
業
が
進
む
こ
と
に
よ
り
個
々
人
の
事
業

・
職
業
も
専
業
化
し
て
き
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
と
し
て

「勢
ノ
至
ル
所
右

ハ
左

ヲ
顧
ミ
ズ
、
左

ハ
右
ヲ
慮
ラ
ズ
シ
テ
、
揆
離
孤
立
終

ニ
ハ
世
事

ノ
塞
塞
ヲ
醸
成
ス
ル
ノ
恐
ナ
キ
ニ
非
ズ
」
と
、
他
人
の
こ
と
を
考
え
な
い
状
態
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立
し
て
社
会
に
お
け
る

情
報
交
換
が
阻
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「況
ン
ヤ
其
齢
ヲ
殊

ニ
シ
、
其
富
ヲ
異

ニ
シ
、
其
居
処
ヲ
同
フ

セ
ザ
レ
バ
、
皆
各
利
害
ノ
点
ヲ
別

ニ
シ
テ
交
際
ノ
道
愈
其
狭
キ
ヲ
加

へ
、
独
リ
揆
離
孤
立
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
耳
目
モ
亦
聾
盲
シ
、
愈

処
世
ノ
方
饗
二
迷

フ
ハ
是
人
ノ
通
患
ナ
リ
」
と
、
そ
も
そ
も
世
代

・
貧
富

・
居
住
地
の
違
い
に
よ
り
、
利
害
以
外

の
点
以
外
で
交

際
を
結
ぶ
こ
と
は
少
な
い
の
で
あ

っ
て
、
孤
立
し
て
情
報
が
交
換
さ
れ
ず
、
生
き
る
方
向
に
迷
う
こ
と
に
な
る
の
は
も
と
も
と
人

が
も

っ
て
い
る
欠
点
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
こ
で

「然
バ
即
チ
此
患
ヲ
救

ハ
ン
ガ
為
メ
ニ
、
各
業
ノ
人
ヲ
結
ビ
老
壮
都
鄙
ヲ
通
ジ

テ
彼
此
ノ
知
識
ヲ
交
換
シ
他
ノ
密
ヲ
見
、
他
ノ
精
ヲ
聞
テ
我
ガ
疎
粗
ヲ
補
ヒ
、
依
テ
以
テ
大

二
耳
目
ヲ
洞
達
ス
ル
ノ
工
夫
ヲ
為
ス

ハ
、
今
世
二
居
ル
最
大
要
務
ナ
ル
コ
ト
ハ
知
者
ヲ
待
タ
ズ

シ
テ
明
ナ
リ
」
と
、
職
業

・
事
業

・
世
代

・
居
住
地
の
別
を
こ
え
て
、

知
識
を
相
互
に
交
換
し
あ
う
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
交
詢
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

一
つ
で
あ
る

「知
識
交
換
」

と
は
、
単
な
る
学
問
的
な
知
識
の
交
換
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
分
業
化
が
促
進
さ
れ
る
社
会

に
お

い
て
ま
す
ま
す
顕
在
化
し

て
く
る
で
あ
ろ
う
社
会
的
孤
立
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
、
職
業

・
事
業

・
世
代

・
居
住
地
の
別
を

こ
え
た
情
報
交

換
の
促
進
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

 

一
方

「世
務
諮
詢
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
則
緒
言
で
は
、
前
述
の

「知
識
交
換
」
の

意
義
の
主
張
に
続
い
て
、
「又

一
歩
ヲ
進
メ
、
既

二
其
目
ヲ
澄

マ
シ
既

二
其
目
ヲ
洞
ラ
ニ
ス
ル
ト
難
ト
モ
、
人
ノ
世
二
居
ル
歎
険
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無
量
、
之

二
処
ス
ル
ノ
方
法
二
至
テ
ハ
諮
詢
謀
議
、
互
二
相
保
護
ス
ル
ノ
他

二
術
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
、
「諮
詢
」

の
意
義
に

つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
人
生

の
困
難
に
対
処
す
る
方
法
に
つ
い
て
互
い
に
相
談

し
あ

っ
て
助
け

合
う
と
い
う
こ
と
と
い
え
よ
う
。
社
則
緒
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
生
の
困
難
に
対
処
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
保

護
を
求
め
る
こ
と
も
あ
る
し
、
親
朋

(親
友
)
に
た
よ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
政
府
の
保
護
は
形
ば
か
り
で
情
に
か
け
る
し
、

親
朋

(親
友
)
は
情
が
先
行
し
て
形
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「両
者
ノ
遺
漏
ヲ
補

フ
テ
保
護
ノ
形

状
両
ナ
ガ
ラ
全
キ
ヲ
得
ン
ト
ナ
レ
バ
、
互

二
世
務
ヲ
諮
詢
シ
互
二
公
利
ヲ
保
渉
ス
ル
ノ
公
社
ヲ
結
ビ
、
以
テ
其
目
的
ヲ
達
ス
ル
ノ

一
事
ア
ル
ノ
ミ
」
と
、
政
府
や
親
朋

(親
友
)
の
助
け
の
遺
漏
を
補
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
互

い
に
相
談
し
あ
う
た
め
の

「公

社
」
を
作
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
で
は
、
ど
の
よ
う
に

「交
詢
」
を
め
ざ
し
た
活
動
が
企
図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
則
の
多
く
は
、
交
詢
社
の
組
織
的

運
営
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
の

「交
詢
」
を
目
的
に
し
た
活
動

に
関
係
す
る
条
項
は
多
く
な

い
。
そ
れ
ら
を
あ
げ

て
お
こ
う
。

○
第
四
条
 
社
員

 
 
第
四
節
 
総
テ
社
員
タ
ル
者

ハ
本
社
ノ
目
的

二
従
ヒ
本
局
或
ハ
社
員
ノ
間

二
往
来
シ
テ
知
識
ヲ
交
換
シ
世
務

ヲ
諮
詢
シ
、
会

 
 
 
 
 
 
合

二
出
席
シ
、
役
員
ヲ
選
挙
シ
、
本
会
ヨ
リ
発
出
ス
ル
諸
報
告
雑
誌
ヲ
得
、
社
有
ノ
書
籍
新
聞
紙

ヲ
読
ミ
、
二
名

 
 
 
 
 
 
以
下
ノ
友
人
ヲ
会
合
ノ
席

二
同
伴
ス
ル
ノ
諸
権
利
ヲ
有

ス

 
 
 
(中
略
)

○
第
五
条
 
会
合

 
 
第
七
節

凡
ソ
会
合
ノ
節

ハ
其
本
務
ヲ
終
ル
ノ
後
チ
、
会
合
ノ
決
議

二
由
リ
演
説
討
論
或

ハ
談
話
ノ
席
ヲ
開

ク
コ
ト
ア
ル
可

 
 
 
 
 
 
シ
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第
八
節
 
重
要
ノ
時
事

二
付
疑
問
ア
ル
社
員
有

テ
、
同
社
員
ノ
演
説
討
論
ヲ
開
カ
ン
コ
ト
ヲ
願
フ
ト
キ

ハ
、
其
ノ
催
主
ト
為

 
 
 
 
 
 
リ
、
常
議
員
長
ノ
許
可
ヲ
得
テ
之

ヲ
催

ス
ヲ
得
可
シ
。

 
 
第
九
節
 
社
員
相
集
リ
テ
演
説
討
論
ノ
私
会

ヲ
催
サ
ン
ト
欲
ス
ル
時

ハ
、
幹
事

二
謀
テ
本
社
ノ
会
堂
ヲ
用
ル
ヲ
得
可
シ
。

 
ま
ず
は
、
第
四
条
第
四
節
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
活
動
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
「本
局
或

ハ
社
員
ノ
問

二
往
来
シ
テ
知
識
ヲ
交
換

シ
世
務
ヲ
諮
詢
シ
」
と
あ
り
、
本
局
も
し
く
は
社
員
間
に
お
け
る
、
知
識
交
換

・
世
務
諮
詢
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
会

合
や
郵
便
に
よ
る
情
報
交
換
を
さ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「本
会

ヨ
リ
発
出

ス
ル
諸
報
告
雑
誌
ヲ
得
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
は
雑
誌
発
行
が
企
図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
翌
年
の

『交
詢
雑
誌
』
発
行
に
よ

っ
て
は
た
さ
れ

た
。

 

一
方
、
第
五
条
第
七
節

・
第
八
節

・
第
九
節
は
、
演
説
討
論
会
の
実
施
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
交
詢
社

の
定
期
会
合
は

年

一
回
の
大
会
と
年
四
回
の
小
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
臨
時
大
会

・
臨
時
小
会
も
会
員
の
求
め
に
応
じ
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
も
社
則
で
は
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
交
詢
社
の
会
合
終
了
後
、
会
合
の
決
議
に
よ
り
演
説

・
討
論

・
談
話
の
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
社
則
は
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
「重
要
ノ
時
事

二
付
疑
問
ア
ル
社
員
」
の
求

め
に
応
じ
て
、

社
員
内
部
の
演
説
討
論
会
も
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
「社
員
相
集
リ
テ
演
説
討
論
ノ
私
会

ヲ
催
サ
ン
ト
欲

ス
ル
」
場
合
、
幹
事
が
許
可
す
れ
ば
交
詢
社
の
会
堂
を
使
っ
て
演
説
討
論
会
の

「私
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
社
則
緒
言
に
よ
れ
ば
、
交
詢
社
の

「交
詢
」
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
社
会
的
分
業
が
促

進
さ
れ
、
社
会
を
構
成
す
る
諸
個
人
の
孤
立
化
が
顕
在
し
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
近
代
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
孤
立
化
の
弊
害
を

お
さ
え
る
た
め
に
、
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
こ
え
た
情
報
交
換
を
進
め
、
さ
ら
に
お
互
い
の
こ
と
を
相
談
し
あ
う
こ
と
に
よ

り
助
け
合
お
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
社
則
に
よ
る
限
り
、
交
詢
社
の
構
想
さ
れ
た
活
動
自
体
は
、
当
時
存
在
し
た
嘆
鳴
社
や
共
存

同
衆
な
ど
の
都

市
知
識
人
結
社
と
あ
ま
り
差
異
は
な

い
と

い
え
る
。
こ
れ
ら
の
結
社
も
会
合
を
行

い
、
雑
誌
を
発
行
し
、
演
説
討
論
会
を
開
催
し

て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
交
詢
社
の
構
想
さ
れ
た
活
動
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
独
自
性
が
ま
だ
現
れ
て
い
な
か

っ
た
と

い
え

る
。

三
 

「交
詢
社
設
立
之
大
意
」
に
お
け
る

「交
詢
」

社
会
的
意
義
の
拡
張

交詢社結成の社会的意義

 
こ
の
社
則

・
社
則
緒
言
に
ひ
き

つ
づ
き
、
「交
詢
社
設
立
之
大
意
」
が
作
成
さ
れ
た
。

一
応
、
作
成
日
付
は

一
八
七
九
年
九
月

三
〇
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
こ
の
日
に
作
成
さ
れ
た
い
な
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
「今
般
結
社
の
趣
意
は
社
則
の
緒

言
に
之
を
尽
し
其
条
目
も
規
則
に
枚
挙
し
て
洩
ら
す
な
し
と
錐
ど
も
、
既
に
規
則
と
あ
ら
ば
規
則
に
は
自
か
ら
規
則
の
文
体
あ
り

て
事

の
委
曲
を
平
易
に
述
べ
難
き
場
合
も
な
き
に
非
ず
。
依
て
其
大
意
を
概
し
て
之
を
附
言
に
記
し
以
て
諸
君
の
便
覧
に
供
す
」

と
あ
り
、
社
則

・
社
則
緒
言
が
成
立
し
た
以
降
作
成
さ
れ
た
と

い
え
る
。

 
こ
の

「交
詢
社
設
立
之
大
意
」

(以
下

「
大
意
」
と
略
記
)
は
、
社
則

・
社
則
緒
言
に
お
け
る

「知
識
交
換

・
世
務
諮
詢
」
と

い
う
理
念
を
引
き
継

い
で
い
る
。
こ
の

「大
意
」
で
は

「
さ
れ
ば
、
人
々
雅
俗
の
別
な
く
、
其
知
る
所
を
人
に
告
げ
て
、
知
ら
ざ

る
所
を
人
に
聞
く
は
最
も
大
切
な
る
こ
と
に
し
て
…
之
を
活
世
界
の
活
学
問
と
云
ふ
。
即
ち
知
識
を
交
換
す
る
と
は
此
事
な
り
」

と
、
知
識
の
交
換
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「如
何
な
る
英
雄
豪
傑
に
て
も
、
此
繁
多
な
る
世
務
を
処
す

る
に
独
断
を
以

て
し
て
果
し
て
過
ち
な
き
者
は
な
か
る
可
し
。
必
ず
他
人
に
相
談
を
要
す
る
こ
と
な
ら
ん
。
社
則
所
記
の
諮
詢
と
は
即
ち
相
談
の

義
に
し
て
、
本
社
に
於
て
は
社
員
相
互
に
此
世
務
を
相
談
す
る
の
目
的
な
り
」
と
、
相
互
に
抱
え
て
い
る

「世
務
」
を
相
談
す
る
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こ
と
と
し
て

「世
務
諮
詢
」
を
説
明
し
て
い
る
。

 
し
か
し
、
あ
き
ら
か
に
社
則
緒
言
と
は
違

っ
た
形
で
創
立
の
大
意
を
述
べ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
ず
、
次
の
箇
所
が
そ
れ
で

あ
る
。

 
 
筆
端
に
舌
あ
り
筆
以
て
遠
方
の
人
に
語
る
可
し
と
は
、
古
来
人
の
知
る
所
な
れ
ど
も
、
今
日
の
日
本
に
於
て
は
既
に
電
信
郵

 
 
便
の
法
を
設
け
て
之
に
加
ふ
る
に
沿
海
に
は
蒸
気
船
の
便
あ
り

(今
後
鉄
道
を
全
国
に
敷
く
こ
と
あ
ら
ば
、
尚
百
倍
の
便
利

 
 
を
増
す
べ
し
と
錐
ど
も
)、
凡
そ
国
内
辺
阪
の
地
と
難
ど
も
、
其
文
通
は
七
日
以
上
を
費
す
も

の
は
稀
な
る
可
し
。
在
昔
は

 
 
月
余
を
以
て
消
息
を
得
ざ
り
し
も
の
、
今
は
七
日
に
し
て
之
を
知
る
可
し
。
然
ば
則
ち
今
日
は
筆
端
に
舌
あ
り
、
又
羽
翼
を

 
 
生
ず
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
。
此
文
通
の
便
利
な
る
今
の
日
本
に
居
て
、
仮
令
身
躬
か
ら
遠
方
に
往
来
す
る
を
得
ざ
る
も
、
凡

 
 
百
の
事
務
文
通
を
以
て
弁
ぜ
ざ
る
も
の
な
か
る
可
し
。
百
里
の
遠
方
に
居
て
数
日
の
間
に
数
回
の
郵
書
を
通

じ
、
尚
急
な
れ

 
 
ば
電
信
を
用
ひ
て
瞬
間
に
消
息
を
得
可
し
。
其
便
利
は
恰
も
全
日
本
国
を
翻
し
て

一
小
都
邑
に
変
じ
、
長
崎
と
箱
館
と
を
合

 
 
し
て
合
壁
の
隣
家
と
為
し
た
る
も
の
に
異
な
ら
ず
。
本
社
は
専
ら
此
便
利
を
利
用
す
る
の
趣
意
に
し
て
、
本
局
に
は
常
に
幹

 
 
事
書
記
を
置
て
常
議
員
と
協
議
し
、
各
地
方
社
員
の
文
通
に
応
じ
て
本
局
の
所
見
を
報
じ
、
或
は
各
社
員
の
意
見
を
承
て
又

 
 
之
を
通
ず
る
等
、
都
て
応
酬
の
便
を
欠
く
こ
と
な
か
る
可
し
。

 
こ
こ
で
は
、
明
治
維
新
以
後

の
交
通

・
情
報
流
通
の
革
新
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
郵
便

・
電
信
を
利
用
し
て
、
本
局
と
地
方
社
員

と
の
間
に
常
時
応
答
を
行
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
社
則
緒
言
自
体
に
は
な
い
。
前
述
し
た
社
則
に

お
い
て
は

「総
テ
社
員
タ
ル
者

ハ
本
社
ノ
目
的

二
従
ヒ
本
局
或

ハ
社
員
ノ
間

二
往
来
シ
テ
知
識
ヲ
交
換
シ
世
務
ヲ
諮
詢
シ
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
を
大
幅
に
拡
張
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
は
、
交
詢
社
に
お
け
る

「知
識
交
換

、
世
務
諮
詢
」

は
、
全
国
的
な
交
通
網
を
使

っ
た
郵
便

・
電
信
の
発
達
に
よ
っ
て
、
東
京
だ
け
で
は
な
く
日
本
全
体
の
規
模
で
行
う
こ
と
に
な

っ
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交詢社結成の社会的意義

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の

「大
意
」
に
お
い
て
は
、
交
通

・
情
報
流
通
の
革
新
が
進
行
し
て
い
る
と

い
う
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
認
識
の

も
と
で
、
社
則
に
あ
る
本
社
-
社
員
間
の
情
報
交
換
が
新
た
な
意
義
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
交
詢
社
は
、

そ
れ
ま
で
の
都
市
中
心
で
活
動
し
て
き
た
都
市
知
識
人
結
社
の
枠
を
こ
え
た
全
国
的
な
活
動
を
志
向
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
議
論
の
背
景
に
は
、
交
通

・
情
報
流
通
の
革
新
が
進
行
し
て
い
る
状
況
が

「民
情
」
に
如
何
に
影

響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え

て
二
大
政
党
制

の
確
立
の
必
要
性
を
主
張
し
た
福
沢
諭
吉
の

『民
情

一
新
』
の
議
論

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
ら
に
、
「大
意
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 
 
右
は
今
回
結
社
目
的
の
大
意
な
り
。
抑
も
王
政

一
新
廃
藩
置
県

の
後
は
、
社
会
旧
来
の
仕
組
を

一
変
し
て
人

々
独
立
の
精
神

 
 
は
梢
や
成
長
し
た
る
如
く
な
れ
ど
も
、
人
間
最
第

一
の
緊
要
た
る
社
会
結
合
の

一
事
に
至
て
は
、
未
だ
其
体
を
成
さ
ず
。
藩

 
 
名
に
依
て
社
を
結
ば
ん
と
す
る
も
既
に
其
藩
な
し
。
県
名
に
依
ら
ん
と
す
る
も
其
県
甚
だ
新
に
し
て
未
だ
之

に
慣
れ
ず
。
生

 
 
国
の
国
名
に
依
ら
ん
と
す
る
も
漠
然
と
し
て
広
き
に
過
ぎ
、
同
郷
竹
馬
の
友
を
会
せ
ん
と
す
る
も
狭
き
に
過
ぎ
て
事
を
謀
る

 
 
に
足
ら
ず
。
此
勢
に
任
し
て
捨
置
き
た
ら
ば
結
合
の
縁
は
益
消
滅
し
て
独
立
は
性
を
変
じ
て
孤
立
た
る
に
至
る
可
し
。
国
の

 
 
為
に
憂
ふ
可
き
も
の
之
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
識
者
の
言
に
謂
ら
く
。
人
類
結
合
の
堅
固
な
る
は
生
誕
の
土
地
に
依
る
に
非

 
 
ず
、
職
業

の
異
同
に
依
る
に
非
ず
、
唯
同

一
の
主
義
に
従
て
意
見
を
同
う
す
る
も
の
を
最
と
す
と
。
余
輩
鞘
に
此
言
を
信
じ

 
 
て
社
会
結
合
の

一
主
義
に
従
ひ
、
意
見
を
同
う
す
る
者
を
会
し
て
共
に
行
事
の
方
向
を
与
に
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
み
。
方

 
 
今
世
上
に
社
を
結
ぶ
も
の
少
な
か
ら
ず
。
其
目
的
は
商
売
工
業
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
文
学
技
芸
、
救
助
保
護
等

の
事
に
し
て
、

 
 
世
に
益
す
る
固
よ
り
少
々
な
ら
ず
と
難
ど
も
、
余
輩
は

一
科

一
事
、
専
門
の
結
社
よ
り
も
先
づ
人
間
最
第

一
の
繁
要
た
る
社

 
 
会
結
合
の
旨
を
達
す
る
が
為
に
、
世
に
先
ち
て

一
社
を
結
び
、
其
社
漸
く
体
を
成
す
に
従
て
社
中
又
社
を
結

び
漸
次
に
専
門
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に
従
事
せ
ん
と
欲
す
る
者
な
り
。
開
国
二
十
年
来
、
人
心
の
顛
覆
紫
乱
未
だ
嘗

て
定
ま
る
所
を
見
ず
。
今
日
に
し
て
早
く
其

 
 
結
を
求
る
に
非
ざ
れ
ば
、
遂
に
救
ふ
可
ら
ざ
る
に
至
る
こ
と
あ
ら
ん
事
急
な
り
。
他
を
顧
る
に
逞
あ
ら
ざ
る
な
り

 

こ
こ
で
は
、
社
則
結
言
に
な

い
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
廃
藩
置
県
以
後
、
社
会
結
合
の
核
が
失
わ
れ
た
と
ま
ず
指

摘

さ
れ
て
い
る
。
同
藩
で
結
合
し
よ
う
と
し
て
も
藩
は
な
く
、
新
規
の
県
に
は
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
。
旧
国
名
で
結
合
す
る
と
広

す
ぎ
、
同
郷
で
結
合
す
る
と
狭
す
ぎ
る
。
こ
の
状
況
で
は
、
社
会
結
合
の
核
は
消
滅
し
て
、
「独
立
」
は

「孤
立
」
と
な
る
で
あ

ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
出
生
地
で
も
な
く
、
職
業
で
も
な
く
、
主
義
を

一
つ
に
す
る
こ
と
を
基
盤
と
し
て
社
会
結
合
を

な
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
に
交
詢
社
結
成
の
意
義
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

さ
ら
に
、
「大
意
」

で
は
、
現
在
、
「商
売
工
業
」
「文
学
技
芸
」
「救
助
保
護
」
な
ど
専
門
の
結
社
は
数
多
く
結
成
さ
れ
て
い
る

と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
交
詢
社
は

「先
づ
人
間
最
第

一
の
繁
要
た
る
社
会
結
合

の
旨
を
達
す
る
が
為
に
、
世
に
先

ち
て

一
社
を
結

び
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
と
り
あ
え
ず
、
全
人
間
的
な
範
囲
に
お
け
る
社
会
結
合
を
は
か
ろ
う
と
論
じ
て

い
る
。
そ
の
上

で

「社
中
又
社
を
結
び
漸
次
に
専
門
に
従
事
せ
ん
と
欲
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

こ
こ
で
、
本
節
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
「大
意
」
で
は
、
社
則
緒
言
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た

「交
詢
」
の
意

義

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
二
つ
の
面
で
そ
の
拡
張
を
は
か

っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
「交
詢
」
を
交
通

・
情
報
流
通

の
革
新
を
ふ
ま

え

て
、
郵
便

・
電
信

・
印
刷
な
ど
を
駆
使
し
て
、
全
国
的
な
活
動
に
拡
張
し
よ
う
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
結
社
が
雑
誌
発
行
な
ど

す
る
こ
と
は
そ
れ
ま
で
も
あ

っ
た
が
、
交
詢
社
に
お

い
て
は
従
来
主
体
的
な
参
加
を
見
込
め
な
か

っ
た
地
方
在
住
社
員
ま
で
本
社

と
の
応
答
と
い
う
形
で
主
体
的
な
参
加
を
よ
び
か
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
交
詢
社

の
特
徴
的
な
活

動
ス
タ
イ
ル
を

つ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

 

も
う

一
つ
は
、
「交
詢
」
に
つ
い
て
、
藩
に
代
わ
る
近
代
的
な
社
会
結
合
を
形
成
す
る
と
い
う
よ
り
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
社
会
的
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意
義
を
与
え
た
。
社
則
緒
言
に
お
い
て
は
、
近
代
社
会

一
般
と
し
て
の
分
業
化

・
専
業
化
が
進
む
と
い
う
中
で
の
社
会
的
孤
立
を

ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
か
と

い
う
課
題
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の

「大
意
」
で
は
、
同
時
代
の
課
題
に
即
し
て

「交
詢
」

の
意
義
が
と
ら
え
か
え
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同
藩
で
も
な
く
、
同
郷
で
も
な
く
、
同
職
で
も
な
い
、
同

一
の
主
義
に
も
と

つ
く
社
会
結
合
と
い
う
、
近
代
的
な
社
会
結
合
の
ス
タ
イ
ル
が
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
 
福
沢
諭
吉
に
お
け
る

「交
詢
」

交詢社結成の社会的意義

 
「大
意
」

に
表
現
さ
れ
た
、
藩
に
か
わ
る
社
会
結
合
の
必
要
性
を
強
調
す
る
と

い
う
論
理
は
、

一
八
八
○
年

一
月
二
五
日
の
交

詢
社
発
会
式
に
お
け
る
福
沢
諭
吉
の
演
説
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
福
沢
は
、
こ
の
交
詢
社
の
結
成
は
創
立
社
員
の
知
識

・
努
力

・

誠
意

・
徳
望
に
よ
る
も
の
と
し
つ
つ
、
「亦

一
方

ヨ
リ
論
ズ
ル
ト
・キ
ハ
、
社
会
ノ
時
勢

二
乗
ジ
タ
ル
モ
ノ
ト
云

ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
」

と
述
べ
て
い
る
。
福
沢
に
よ
れ
ば

「我
封
建
ノ
時
代

ニ
ハ
三
百
ノ
諸
侯
各

一
藩
ノ
土
地
ヲ
領
シ
、
今
日
ヲ
以
テ
云

ヘ
バ
恰
モ

一
会

社
ノ
体
ヲ
成
シ
テ
人
心
ヲ
結
合
シ
、
上
藩
士
ヨ
リ
下
領
民
二
至

ル
マ
デ
、
有
形
ノ
物
、
無
形
ノ
事
、
皆

一
処

二
集

ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。

即
チ
知
識
交
換
世
務
諮
詢
ノ
中
心
ト
称
ス
可
シ
」
と
、
藩
が
社
会
を
結
合
し
て

「知
識
交
換
世
務
諮
詢
ノ
中
心
」
を
な
し
て
き
た

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
三
都

(江
戸

・
大
坂

・
京
都
)
の
藩
邸
が
藩
の
支
社
と
し
て
人
物
往
来

・
書
翰
交
通

・
金
銭
為
替

・

物
品
売
買
な
ど
藩
を
こ
え
た

一
切

の
交
通
に
つ
い
て
直
接
間
接

に
関
与
し
、
ま
た
全
国
の
景
況
は
藩
邸
を
通
じ
て
本
藩
に
伝
え
ら

れ
た
と
福
沢
は
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
藩
が
特
別
に
情
報
収
集
し
て
い
た
わ
け
で
も
、
商
売
運
送
し
て
い
た
わ
け

で
も
、
学
問

・

知
識
に
秀
で
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
「唯
衆
知
識
ヲ
集
メ
テ
又

コ
レ
ヲ
散
ス
ル
ノ
中
心
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
」
と
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

福
沢
は
そ
の
過
程
を

「衆
智
集
散
ノ
中
心
ト
為
リ
テ
次
第

二
習
慣
ヲ
成
ス
ト
キ
ハ
自
カ
ラ
世
ノ
信
任
ヲ
取
リ
、
世
人
藩

二
表
ス
ル

147



二
信
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
、
藩
モ
亦
人

二
告
ル
ニ
信
ヲ
以
テ
シ
、
遂

ニ
ハ
人
ノ
言
行
筍
モ
藩
ノ
名
義
ヲ
帯
ル
ト
キ
ハ
、
直

二
信
任
確
実

ノ
位
ヲ
得
ル
ノ
風

ヲ
成
シ
テ
、
知
識
交
換
ノ
事

ヲ
行
フ
ニ
益
容
易
ナ
リ
シ
ガ
故
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
。

 
そ
し
て

「政
治
上
ノ
得
失
ヲ
離
レ
テ
単
二
社
会
上
ノ
利
害

二
入
リ
、
封
建
三
百
藩
ノ
働
ヲ
論
ス
レ
バ
其
便
利
モ
亦
少
ナ
カ
ラ
ザ

ル
モ
ノ
ト
云
フ
可
シ
」
と
福
沢
は
述
べ
て
い
る
。
社
会
上
の
利
害

の
み
を
考
え
れ
ば
、
藩
の
利
益
は
大
き
か

っ
た
と
い
う
の
だ
。

し
か
し
、
「然
ル
ニ
今
ヤ
既

二
天
下

二
藩
ナ
シ
。
即
チ
人
民
ノ
知
識
集
散
三
百
ノ
中
心

ヲ
失

フ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
可
シ
」
と
、
藩

が
な
く
な
る
こ
と
で
知
識
集
散
の
中
心
も
失

っ
た
と
福
沢
は
議
諭
し
て
い
る
。

 
福
沢
に
よ
れ
ば
、
「此
社

(交
詢
社
…
引
用
者
注
)

ハ
必
ス
交
詢
ノ
字
義

二
違

ハ
ス
シ
テ
、
全
国
人
民
ノ
為

二
知
識
集
散
ノ

一

中
心
タ
ラ
ン
コ
ト
ナ
ラ
ン
」
と
述
べ
、
交
詢
社
に
知
識
集
散

の
中
心
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
福
沢
は

「既

二
交
詢
社
ノ
名
ア

レ
バ
全
国
ノ
社
員

ハ
必
ス
本
社

二
向
テ
諮
詢
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ
。
本
社

ハ
必
ス
之
ヲ
受
ケ
テ
丁
寧
二
之

ヲ
討
論

シ
、
又

コ
レ
ヲ

他
ノ
社
員

ニ
モ
諮
詢
ス
ル
コ
ト
ナ
ラ
ン
。
之
ヲ
諮
詢
シ
之

ヲ
報
知
シ
、
全
社
員
ノ
運
動

ハ
常
二
中
心
ノ
本
社

ヲ
経

テ
互
二
相
知
ル

コ
ト
ナ
ラ
ン
」
と
、
よ
り
具
体
的
に

「知
識
集
散
」

の
あ
り
方
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
簡
単
に
い
え
ば
本
社
と
会
員
の
問

に
お
い
て
質
疑
応
答
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

 
こ
の
演
説
の
最
後
で
、
福
沢
は
次
の
よ
う
に
交
詢
社
結
成

の
意
義
を
ま
と
め
て
い
る
。

 
 
右
等
ヲ
計
レ
バ
実

二
枚
挙

二
逞
ア
ラ
ズ
。
人
間
世
界
多
事

ニ
シ
テ
何
レ
モ
諮
詢
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
裳

一二

社
ヲ
設
ケ

 
 
テ
其
諮
詢
ノ
中
心
ト
為
シ
、
十
問
題
ヲ
集

メ
テ
百
方

二
質
シ
、
百
意
見

ヲ
集

メ
テ
千
人
二
報
シ
、
之

ヲ
ロ
ニ
伝

へ
又

ハ
郵
便

 
 
電
信

二
附
シ
、
又
或

ハ
之
ヲ
集
メ
テ
随
時
発
党
ノ
雑
誌

二
記
シ
、
衆
智

ヲ
合
シ
テ
大
智
ト
為

ス
ノ
便
利

ハ
決

シ
テ
少
々
二
非

 
 
サ
ル
ヘ
シ
。
之
ヲ
彼
ノ

一
隅

二
僻
在
シ
テ
世
間
ノ
交
通

ヲ
絶
チ
、
僅

二
近
隣
合
壁
二
、
三
ノ
人
ヲ
友
ト
シ
テ
心
事
世
務
ヲ
談

 
 
ス
ル
者

二
比
ス
レ
バ
亦
同
年
ノ
論
二
非
ズ
。
蓋
シ
維
新
ノ

一
挙
三
百
ノ
藩

ヲ
廃
シ
テ
ヨ
リ
、
其
形

ヲ
変
シ
テ
代
用
ヲ
為
ス
モ
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交詢社結成の社会的意義

 
 
ノ
ア
ル
可
キ

ハ
固
ヨ
リ
時
勢
ノ
必
然
、
況
ヤ
爾
後
、
日
新
進
歩
ノ
此
社
会

二
於
テ
交
通
ノ

一
事

ハ
蓋
シ
止
ム

ヲ
得
ザ
ル
ノ
要

 
 
ナ
レ
ド
モ
、
世
間
皆
其
必
要
ヲ
感
シ
テ
之

二
応
ズ
ル
ノ
術
ヲ
得
サ
リ
シ
ノ
ミ
。
我
社
員
ノ
如
キ
ハ
既
二
其
要

ヲ
知
テ
、
又
随

 
 
テ
之
二
応
ス
ル
ノ
方
便
ヲ
事
実

二
施
シ
、
恰
モ
人
知
交
通
ノ

一
大
機
関
ヲ
発
明
工
夫
シ
タ
ル
者
ト
云
フ
可
シ
。
凡
ソ
天
下
ノ

 
 
人
民
、
昔
日
藩
制
ノ
時
代
二
当

テ
政
治
ノ
外

二

一
種
ノ
便
利
ヲ
得
タ
ル
者
欺
、
或

ハ
今
日
二
在
テ
ヨ
ク
天
下
ノ
大
勢
ヲ
解
シ
、

 
 
近
隣
合
壁
ノ
小
乾
坤

二
安
ゼ
ザ
ル
者

ハ
、
必
ズ
亦
来
テ
本
社

二
入
ル
コ
ト
ナ
ラ
ン
。
今
後
社
ノ
盛
大
ヲ
致

ス
可
キ
、
疑

ヲ
容

 
 
レ
サ
ル
ナ
リ
。

 
福
沢
に
よ
れ
ば
、
交
詢
社
は
、
「知
識
交
換
、
世
務
諮
詢
」

の
中
心
を
な
す
べ
き
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
単
に
口
頭
の
み

の
応
対
で
は
な
く
、
郵
便

・
電
信

・
雑
誌
発
行
な
ど
の
新
し
い
情
報
流
通
手
段
を
駆
使
し
て
、
「衆
智
を
合
し
て
大
智
と
為
す
」

便
利
を
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
福
沢
は
そ
れ
を

「人
知
交
通
の

一
大
機
関
」
と
よ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
福

沢
に
よ
る
と
、

交
詢
社
は
、
近
世
に
お
い
て
藩
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
政
治
以
外
の
社
会
的
な
機
能
を
再
建
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

 
福
沢
は
、
秩
禄
処
分
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
士
族
反
乱
が
頻
発
し
た

一
八
七
六
-

一
八
七
七
年
前
後
に
書
か
れ
た

「分
権
論
」
や

「丁
丑
公
論
」
に
お
い
て
、
士
族
結
合
解
体
を
問
題
と
し
て
い
る
。
福
沢
か
ら
す
れ
ば
、
政
治
的
結
合
と
し
て
の
政
党
結
成
と
同

レ
ベ
ル
で
、
社
会
結
合
も
ま
た
再
建
す
べ
き
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
交
詢
社
の
結
成
は
、
福
沢
諭
吉
個
人

に
と

っ
て
、
同
時
代

の
社
会
的
な
課
題

へ
の
回
答
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

五
 
「交
詢
」
の
実
態

そ
れ
で
は
、
交
詢
社
に
お
け
る

「交
詢
」

の
実
態
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
主
に

『
交
詢
社
百
年
史
』
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表1 交詢社発会当 日の社 員数(「 創立略 史」 より)

分類 人数 備  考

〈職 業 〉

官吏

学者

商

農

工

華族

府県会議員

職業未詳者

371

365

281

123

12

21

15

579

内郡区役員69名

内教員149名 、医師73名 、新 聞記者49名 、教導職11名

内銀行役員60名

計 1767

〈居 住地 〉

東京

地方

639

1128

計 1767

の
記
述
に
よ
り
な
が
ら
、
創
立
当
初
の
活
動
に
限
定

し
て
、
こ
こ
で

み
て
お
き
た
い
。

 
ま
ず
、
表
1
で
発
会
当
日
の
社
員
数
を
み
て
お
こ
う
。

一
入
八
○

年

一
月
二
五
日
の
発
会
式
当
日
の
社
員
数
は

一
七
六
七
名
で
あ
る
。

福
沢
諭
吉
ら
が
率
先
し
て
社
員
参
加
を
よ
び
か
け
た
成
果
が
あ

っ
た

よ
う
で
、
か
な
り
多

い
と
い
え
よ
う
。
そ
の
う
ち
、
東
京
在
住
者
が

六
三
九
名
、
地
方
在
住
者
が

=

二
入
名
と
、
地
方
在
住
者
が
社
員

全
体
の
約
六
四
%
を
し
め
て
い
た
。
「大
意
」
な
ど
を
み
て
も
地
方

在
住
者
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
社

員
構
成
で
も
地
方
在
住
者

の
比
率
は
大
き

い
の
で
あ

る
。

一
方
、
職

業
を
み
て
み
る
と
、
官
吏
や
学
者
の
比
率
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

商
業
者
の
比
率
は
小
さ
く
な
い
が
、
農
業
者
や
工
業
者
の
参
加
は
少

な
く
、
全
体
と
し
て
創
立
当
初
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
実
業
家

の
参

加
は
多
く
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

 
「大
意
」

に
よ
る
と
、
交
詢
社
本
社
に
は
会
員
か
ら
の
問
答
に
か

か
わ
る
事
務
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
役
員
に

あ
た
る
常
議
員
だ
け
で
な
く
、
専
従
職
員
が
必
要
と
な

っ
た
。
そ
の

職
務
分
掌
を
次
に
か
か
げ

て
お
く
。
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交詢社結成の社会的意義

 
 
本
局
の
事
務
は
往
復
、
応
接
、
会
計
の
三
課
に
分
ち
、
文
書
の
往
復
簿
冊
の
記
録
は
往
復
掛
に
、
来
客
の
応
接
は
応
接
掛
に
、

 
 
金
銭
の
出
納
と
社
有
品
の
監
護
と
庶
務
は
会
計
掛
に
任
せ
り
、
掛
り
は
往
復
岡
本
貞
焦
、
応
接
成
田
五
十
穂
、
会
計
中
島
精

 
 

一
、
八
田
小
雲
、
堀
省
三
な
り
。

 
こ
の
中
で
、
事
務
の
中
心
を
担

っ
た
の
は
往
復
掛

の
岡
本
貞
焦
で
あ

っ
た
。
岡
本
は
群
馬
県
庁
に
勤
め
て
い
た

が
、

一
八
七
九

年
の
暮
れ
、
交
詢
社
創
立
準
備
の
た
め
、
福
沢
諭
吉
に
よ
ば
れ
て
事
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
岡
本
は
後
年
、
次
の
よ
う
に

回
想
し
て
い
る
。

 
 
 
そ
の
当
時
私
は
群
馬
県
の
学
務
課
員
で
傍
教
授
を
し
て
居

っ
た
の
で
あ
る
が
福
沢
先
生
か
ら
呼
ば
れ
て
東
上
し
交
詢
社
創

 
 
立
の
手
伝
ひ
を
言
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
其
頃
の
私
の
仕
事
と
言

へ
ば
、
雑
務
を
処
理
す
る
傍
社
員
か
ら
或
は
書
簡
或
は
直
接
面
会
を
求
め
て
、
種

々
様
々
事
を
尋

 
 
問
し
て
来
る
の
に
対
し
て

一
々
応
答
す
る
の
で
あ

っ
た
。
素
よ
り
浅
学
菲
才
の
私
の
事
で
あ
る
か
ら
、

一
々
に
即
答
出
来
ぬ

 
 
事
も
沢
山
あ
る
の
で
、
社
員
中
の
博
学
の
士
又
は
専
門
の
人
熟
練
の
人
に
聞
き
糺
し
て
は
之
に
答

へ
た
。
随
分
面
倒
で
且

つ

 
 
困
難
な
仕
事
で
あ

っ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
、
社
員
か
ら
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
、
交
詢
社
に
お
い
て
は
主
要
な
事
業
の

一
つ
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。
社
員

か
ら
の
質
問
状
の
件
数
が
毎
年
後
述
す
る
交
詢
社
機
関
誌

『交
詢
雑
誌
』
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
『交
詢
社
百
年

史
』
に

一
八
八

○
ー

一
八
八
八
年
分
の
集
計
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
表
2
に
示
し
た

い
。
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表2 社 員か らの質 問状件数(1880～1888年)『 來詢社百年史』84頁 よ り)

一

八
八
0

一

八
八
一

一

八
八
二

一

八
八
三

一

八
八
四

一

八
八
五

一

八
八
六

一

八
八
七

一

八
八
八

合
計

%

一

  商  業 125 160 192 216 231 471 531 574 549 3,049 11.78

工
業

338 289 395 433 181 459 390 461 384 3,330 12.87

農
業

206 265 269 209 179 427 350 403 359 2,667 10.30

製造 113 151 135 138 218 514 460 471 397 2,597 10.03

衛医
生学

54 75 83 58 53 125 168 96 43 755 2.91

化
学

40 107 100 138 60 111 182 75 39 852 3.29

理
学

57 51 43 40 30 74 84 47 33 459 1.77

文
学

95 133 301 207 80 59 } 一  875 3.38

教
育

107 121 105 119 61 216 275 236 75 1,3!5 5.08

古
実

126 140 207 114 100 44 67 23 一 821 3.17

宗
教

一 一 20 41 20 17 62 23 16 199 0.76

訴法
訟律

81 175 149 125 144 145 118 69 35 1,041 4.02

政
事 133 i90 295 196 249 145 151 259 200 !,818 7.02

経
済

55 94 26 69 116 152 428 426 334 1,700 6.57

会銀
社行

51 118 119 128 37 92 172 166 62 945 3.65

雑
部

86 221 217 316 85 333 523 473 529 2,783 10.75

統
計

『 一 一 一 125 130 116 110 60 541 2.09

本
社

30 37 22 37 一 一 } 一 一 126 0.48

総
計

  (1)
1,697 2,327 2,678   (2)

2,584 1,969 3,514 4,077 3,912 3,115 25,873

 

一平

日均 5.08 6.37 7.33 7.07 5.39 9.62 11.16 10.71 8.53 7.95

注(1)1880年 は2～12月 の数 値 で あ る。

注(2)『 交 詢 雑 誌 』 第143号 の 表 に は1584と あ る が 、 計 算 ミスで あ る た め 、 本 文 に

 よ り訂 正 した。

152



交詢社結成の社会的意義

 
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
入
八
○
年
が

一
六
九
七
件
、

一
八
八

一
年
が
二
三
二
七
件
、

一
八
八
二
年
が
二
六
七
八
件
に
の
ぼ

っ
て
い

る
。
日
割
平
均
で
は

一
八
八
○
年
が

一
日
五

・
○
八
件
、

}
八
八

一
年
が

】
日
六

・
三
七
件
、

一
八
八
二
年
に
は

一
日
七

・
三
三

件
と
な
る
。
岡
本
の
回
想
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
質
問
状
に
応
答
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
こ
そ
、
交
詢
社
の

「知
識
交
換
、
世
務
諮
詢
」

の
中
心
を
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。
質
問
状
が
扱

っ
て
い
る
分
野
は
、
商
業

・

工
業

・
農
業

・
製
造
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
実
業
に
属
し
て
い
る
も
の
が
多
か

っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
「政
事
」
な
ど
の
質
問
状
も

決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
か

っ
た
。

ま
た
、
発
会
式
直
後

の

一
八
八
○
年
二
月
五
日
よ
り
、
機
関
誌

『交
詢
雑
誌
』
が
発
行
さ
れ
た
。
毎
月
五
、

一
五
、
二
五
日
の
三

回
発
行
で
あ
る
。
こ
の

『交
詢
雑
誌
』
に
も
緒
言
が
あ
り
、
『交
詢
雑
誌
』
発
行
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
や
や
長
文

で
あ
る
が
、
全
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

 
 
○
緒
言

 
 
水

二
物
ヲ
運
ス
ル
ハ
舟
ナ
リ
。
陸

二
貨
ヲ
輸
ス
ル
ハ
車
ナ
リ
。
舟

二
木
到
舟
ア
リ
、
火
輪
船
ア
リ
。
車

二
人
力
車
ア
リ
、
蒸

 
 
気
車
ア
リ
。
其
精
粗
巧
拙
同
シ
カ
ラ
ス
ト
難
ト
モ
、
野
蛮
ト
文
明
ト
ヲ
別
タ
ス
、
人
類
集
リ
タ
ル
社
会
二
舟
車
ア
ラ
サ
ル
モ

 
 
ノ
ハ
蓋
シ
稀
ナ
リ
。
今
仮

二
一
国

二
於
テ
舟
車
ヲ
廃
ス
ル
ト
想
像
セ
ハ
、
其
不
便

ハ
言
ヲ
待
ス
。
有
無
相
易

へ
彼
是
相
通
ス

 
 
ル
ノ
途
絶
工
、
文
明
ノ
頂
モ
忽
チ
野
蛮
ノ
淵
ト
成
ラ
ン
。
是
レ
貨
物
ノ
運
輸

ハ
人
類
ノ
幸
福

二
鉄
ク
可
ラ
ス
シ
テ
、
舟
車

ハ

 
 
運
輸
ヲ
便
ニ
ス
ル
ノ
要
具
タ
ル
所
以
ナ
リ
。

 
 
本
社

ハ
貨
物
ノ
運
輸

二
従
事
セ
ス
ト
錐
モ
、
其
目
的
タ
ル
知
識
交
換
世
務
諮
詢

ハ
、
即
チ
無
形
物
ノ
貿
易
運
輸
ナ
リ
。
此
目

 
 
的
ヲ
達
ス
ル
為
メ
ニ
社
員
ノ
集
会
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ラ
ン
。
書
簡

ヲ
以
テ
通
信
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ラ
ン
。
甲

二
間

テ
乙

二
告
ル
コ

 
 
ト
モ
ア
ラ
ン
。
乙
ヨ
リ
又
丙

二
伝

フ
ル
コ
ト
モ
ア
ラ
ン
。
然
レ
ト
モ
其
用
甚
タ
狭
ク
猶
徒
歩
シ
テ
貨
物
ヲ
運
輸
ス
ル
カ
コ
ト
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ク
、
各
社
員
ノ
意
見
各
地
ノ
形
況
其
他
百
般
ノ
事
ヲ
聞
見
ス
ル
モ
、
普
ク
之
ヲ
社
員

二
通
ス
ル
ニ
由
無
シ
。
故

二
毎
月
雑
誌

凡
ソ
三
号
ヲ
発
出
シ
、
各
社
員
ヨ
リ
得
ル
所
ノ
報
知
ヲ
登
載
シ
テ
全
社
員

二
伝

へ
、
共
二
其
益

ヲ
受
ン
ト
欲

ス
。
通
常
世
間

 
二
刊
行
ス
ル
新
聞
雑
誌
等

ハ
社
説
ナ
ル
者
ア
リ
テ
其
社
ノ
意
見
ヲ
述

へ
、
雑
報
ナ
ル
者
ア
リ
テ
其
探
訪
シ
得

タ
ル
事
件
ヲ
記

 
ス
ル
等
、
編
輯
人
専
ラ
之

二
任
ス
レ
ト
モ
、
本
社
ノ
雑
誌

ハ
社
員
ノ
報
知
ヲ
登
載
シ
テ
社
員
二
伝

フ
ル
ヲ
旨
趣
ト
ス
レ
ハ
、

讐

ヘ
ハ
雑
誌

ハ
舟
車
ノ
如
ク
、
編
輯
人
ハ
其
舟
夫
駅
者
タ
ル
ニ
過
ス
シ
テ
、
登
載
ス
ヘ
キ
貨
物

ハ
社
員
ノ
報
知
意
見
等
ナ
リ
。

故
二
雑
誌
ア
リ
ト
錐
ト
モ
社
員
ノ
報
知
無
キ
ト
キ
ハ
、
舟
車
ア
リ
ト
錐
貨
物
無
キ
カ
如
ク
、
舟
夫
駅
者
ノ
任

二
当
リ
タ
ル
編

輯
人
ハ
貨
物
ノ
運
輸
二
従
事
ス
ル
ヲ
得
ス
。
願

バ
ク
ハ
各
社
員
発
出
ノ
旨
趣

ヲ
了
シ
、
文
学
、
法
律
、
政
治
、
経
済
、
商
買
、

 
工
芸
、
農
業
、
其
他
何
事

二
限
ラ
ス
、
其
聞
見
ス
ル
所
其
講
明
ス
ル
所
ヲ
記
シ
テ
本
局
二
送
リ
、
無
形
物
ノ
貿
易
運
輸
次
第

 
二
繁
昌
シ
テ
、
本
誌
ノ
効
用
火
輪
船
汽
車
二
譲
ラ
サ
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
。

右
ノ
如
ク
文
学
、
法
律
、
政
治
、
経
済
等
ト
云

ヘ
ハ
、
本
誌
二
登
載
ス
ル
ハ
高
尚
ノ
理
論
ノ
ミ
ナ
リ
ト
ノ
誤
解
ヲ
来
ス
コ
ト

 
モ
ア
ル
可
シ
ト
錐
モ
、
本
社
ノ
設
立

ハ
多
事
ノ
世

二
居
テ
百
般
ノ
事

二
処
ス
ル
ノ
助
ヲ
得
ン
為
メ
ニ
シ
テ
、
蕾

二
学
者
ノ
論

場
ヲ
開
ク
為
メ
ナ
ラ
ス
。
故

二
高
尚
ノ
理
論
モ
固
ヨ
リ
鉄
ク
可
カ
ラ
ス
ト
錐
モ
、
各
社
員
自
己
ノ
職
業
其
住
地
ノ
形
況
ヲ
始

 
メ
ト
シ
、
其
耳
二
聴
キ
目
二
視
タ
ル
事
実
ノ
如
キ

ハ
、
殊

二
本
社
ノ
目
的
タ
ル
世
務
二
的
切
ニ
シ
テ
、
畢
寛
文
学
、
法
律
、

政
治
、
経
済
等
ノ
基
本
ナ
リ
。
故

二
日
常
環
末
ノ
事
タ
リ
ト
モ
詳
二
報
知
セ
ラ
レ
ン
ヲ
請

フ
。
但
本
誌
毎
月
発
出
ノ
号
数
限

 
リ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
金
玉
ノ
高
論
報
知
ト
難
モ

一
々
登
載
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ハ
惜
ム
ヘ
キ
ナ
レ
ト
モ
、
本
誌

二
登
載
セ
サ
ル
モ
ノ

 
ハ
之
ヲ
本
局

二
蔵
シ
テ
社
員
ノ
閲
覧

二
供
シ
、
或

ハ
其
質
疑
二
対
フ
ル
ノ
資
料

二
備

へ
、
本
局
ヲ
以
テ
社
員

ノ
知
識
ヲ
貯

フ

 
ル
倉
庫
ト
為
サ

バ
其
益
量
少
小
ナ
ラ
ム
ヤ
。

こ
の

『交
詢
雑
誌
』
の
緒
言
に
お
い
て
も
、
「知
識
交
換
世
務
諮
詢
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

っ
て
い
る
。
緒
言
で
は

「其
目
的
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タ
ル
知
識
交
換
世
務
諮
詢

ハ
、
即
ち
無
形
物
の
貿
易
運
輸
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
員
集
会
や
個
別
の
書
簡
に
よ
る
通

信
で
は
、
各
地

の
社
員

の
意
見
や
各
地
の
景
況
な
ど
を
社
員
全
体
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
「故

二
毎
月
雑
誌
凡
ソ
三

号
ヲ
発
出
シ
、
各
社
員
ヨ
リ
得
ル
所
ノ
報
知
ヲ
登
載
シ
テ
全
社
員

二
伝

へ
、
共

二
其
益
ヲ
受
ン
ト
欲
ス
」
と
、
社
員
か
ら
よ
せ
ら

れ
る
意
見
や
情
報
を
掲
載
す
る
雑
誌
を
発
行
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
緒
言
で
は
、
社
員
か
ら
の
意
見

・
情
報
を
も
と
に
雑
誌

を
編
集
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
通
常
の
雑
誌
と
違

っ
て
、
社
員
か
ら
の
意
見

・
情
報
が
な
い
と
雑
誌
が
編
集
で
き
な

い
と

し
、
ま
た
、
高
尚
の
理
論
だ
け
で
は
な
く

「各
社
員
自
己
ノ
職
業
其
住
地
ノ
形
況
ヲ
始
メ
ト
シ
、
其
耳

二
聴
キ
目

二
視
タ
ル
事
実

ノ
如
キ

ハ
、
殊

二
本
社
ノ
目
的
タ
ル
世
務

二
的
切

ニ
シ
テ
、
畢
寛
文
学
、
法
律
、
政
治
、
経
済
等
ノ
基
本
ナ
リ
。
故

二
日
常
碩
末

ノ
事
タ
リ
ト
モ
詳
二
報
知
セ
ラ
レ
ン
ヲ
請
フ
」
と
、
文
学

・
法
律

・
政
治

・
経
済
な
ど
の
基
本
で
あ
る
日
常

の
見
聞
を
よ
せ
て
ほ

し
い
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
雑
誌
に
掲
載
で
き
な
い
も
の
も
交
詢
社
に
所
蔵
し
て
社
員
の
閲
覧
に
供
す
る
と

し
て
い
る
。

 
『交
詢
雑
誌
』
の
例
言
で
も

「本
誌
印
刷
ノ
旨
趣

ハ
、
本
局
ヨ
リ
社
員

ヘ
ノ
報
告
、
社
員
ヨ
リ
本
局

ヘ
ノ
通
知
、
本
局
ト
社
員

ト
ノ
間

二
問
答
セ
ル
緊
要
ノ
事
項
、
及
ヒ
社
員
ノ
演
説
論
文
等
ヲ
蒐
録
ス
ル
ニ
在
リ
。
故

二
各
社
員

ハ
、
本
局
ヨ
リ
問
合
ス
ル
事

二
付
、
速

二
答
書
ヲ
寄
セ
、
且
社
員
ノ
見
聞
二
供
シ
テ
益
ア
ル
ヘ
キ
事
項
論
説
ア
ラ
バ
、
務
メ
テ
本
局

二
報
知
セ
ラ
レ
ン
ヲ
請
フ
」

と
あ
り
、
本
社
と
社
員
の
問
答
や
社
員
の
演
説

・
論
文
な
ど
を
掲
載
す
る
の
で
、
編
集
に
協
力
し
て
く
れ
と
述
べ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に

『交
詢
雑
誌
』
発
行
は
、
通
常
の
雑
誌
と
は
違
い
、
社
員
と
本
社
の
問
答
に
よ
る

「知
識
交
換
、
世
務
諮
詢
」

の

延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
編
集
に
携
わ

っ
て
い
た
犬
養
毅
も
そ
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

 
 
私
は
当
社
創
立
当
時
発
行
し
て
居
っ
た
交
詢
雑
誌
の
編
輯
を
や
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
四
屋
純
三
郎
君
が
主
任
格
で
次
ぎ
に

 
 
私
が
居
り
、
私
の
下
に
鈴
木

(千
春
)
君
と
鉄
道
唱
歌
の
作
者
で
有
名
な
大
和
田

(健
樹
)
君
が
居
り
ま
し
て
、
社
員
の
知
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ら
ぬ
事
は
何
ん
で
も
質
問
せ
よ
誌
上
等
で
答

へ
る
か
ら
と
言
ふ
事
で
あ
り
ま
し
た
。
恰
も
今
日
の
新
聞
社
や
興
信
所
の
取
扱

っ

 
 
て
居
る
仕
事
迄
致
し
ま
し
た
も
の
で
、
社
員
か
ら
質
問
が
あ
る
と
諸
方
に
出
か
け
て
調
査
等
を
致
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

 

一
方
、
社
員
の
集
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。

一
八
八
○
年
三
月
二
四

・
二
五
日
に
開
か
れ
た
交
詢
社
第

一
回
定
期
大
会

に
お

い
て
社
則
が
改
正
さ
れ
、
定
期
小
会
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
文
学

・
農
業

・
工
芸

・
商
売
な
ど
の
専
門
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
そ
し
て
、
六
月

一
一
日
の
常
議
員
会
で

「法
律
」
「経
済
」
「経
済
」
の
三
つ
の
専
門
部
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
社
員
有
志

に
よ
る

「演
説
私
会
」
も

一
八
八
○
年
三
月

一
四
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
演
説
が

『交
詢
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一

八
八
○
年

一
〇
月
三
日
に
も
交
詢
社
主
催
で
演
説
会
が
行
わ
れ
た
。

 
交
詢
社
の
場
合
、
特
に
地
方
在
住
の
社
員
に
配
慮
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
た
。
地
方
に
対
し
て
は
、
巡
回
委
員
を
派
遣
し
た
。

最
初
は

一
八
八
○
年
五
月
九
日
よ
り
六
月
三
〇
日
ま
で
私
用
に
よ
り
中
山
道

・
京
阪
神

・
東
海
地
方
を
巡
遊
す
る
常
議
員
阿
部
泰

蔵
に
地
方
社
員
と
の
交
歓
を
託
し
た
。
阿
部
は
、
各
地
の
社
員
と
面
会
し
、
地
方
社
員
の
集
会
に
出
席
し
、
さ
ら

に
各
地
で
演
説

を
行

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
巡
回
委
員
の
活
動
は
、

一
八
八
○
年
七
月
五
日
か
ら
八
月
二

一
日
の
間
に
行
わ
れ
た
北
関
東
北
陸
巡
回

か
ら
正
式
に
行
わ
れ
た
。

 
さ
ら
に
、

一
八
八
○
年

一
〇
月

一
一
日
の
常
議
員
会
に
お
い
て
、
上
京
し
て
く
る
地
方
社
員
と
常
議
員
ら
主
だ

っ
た
社
員
た
ち

と
の
交
流
を
は
か
る
た
め
に
、
毎
月
三
日
と

一
八
日
の
午
後
に

「随
意
談
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
〇
月

一
八
日
よ
り

実
施
し
た
。

 
地
方
に
お

い
て
も
、
交
詢
社
の
活
動
を
よ
り
自
主
的
に
行
う
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交
詢
会
が
設
立
さ
れ
た
。

一
八
八

○
年
二
月
二
一二
日
で
設
立
さ
れ
た
函
館
交
詢
会
を
皮
切
り
に
、

}
八
八
○
年
中
だ
け
で
も
三
河
交
詢
会

(七
月
七
日
発
足
)
・
麗

和
交
詢
会

(八
月
二
〇
日
浦
和
に
て
発
足
)
・
千
葉
交
詢
会

(九
月

一
八
日
発
足
)
・
北
越
交
詢
会

(
一
一
月
二

一
日
長
岡
に
て
第
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一
回
親
睦
会
開
催
)
・
長
崎
交
詢
会

(
一
二
月

一
八
日
第

一
回
懇
親
会
開
催
)
と
、
設
立
が
続
い
た
。

 
こ
こ
で
、
設
立
当
初
に
限

っ
て
、
交
詢
社
の

「交
詢
」
の
実
態
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
雑
誌
発
行

・
演
説
会
開
催

・
地

方
遊
説

・
支
会
結
成
な
ど
の
活
動
自
体
は
、
当
時
の
嘆
鳴
社
な
ど
の
都
市
知
識
人
結
社
と
共
通
し
て
い
る
。
交
詢
社
の
特
徴
を
あ

げ
れ
ば
、
ま
さ
に
本
社
と
社
員
と
の
間
の
双
方
向
的
な

「交
詢
」
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
本
社
運
営

で
も

『交
詢
雑

誌
』
発
行
で
も
巡
回
委
員
派
遣
で
も
貫
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
交
通

・
通
信

・
出
版
な
ど
の
革
新
に
よ

っ
て
さ
さ
え
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
交
詢
社
が
全
国
的
な
社
会
結
合
を
創
出
し
維
持
し
た
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り

に
か
え

て

交
詢
社
結
成
構
想
の
社
会
的
意
義

交詢社結成の社会的意義

 
こ
こ
ま
で
、
交
詢
社
結
成
構
想
に
つ
き
検
討
し
て
き
た
。
交
詢
社
は
そ
も
そ
も
慶
應
義
塾
の
同
窓
会
的
社
交
ク
ラ
ブ
と
し
て
構

想
さ
れ
て
い
た
が
、
「知
識
交
換
、
世
務
諮
詢
」
を
活
動
の
中
心
に
お
く
こ
と
を
定
め
て
か
ら
、
そ
の
性
格
が
変
わ

っ
て
き
た
。

こ
の

「知
識
交
換
、
世
務
諮
詢
」
を
核
と
し
て
、
社
会
結
合
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

 
こ
の
こ
と
を
非
常
に
単
純
化
し
て
い
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
近
世
に
お
い
て
社
会
結
合
の
核
を
な
し
て
き
た
藩

が
解
体
す
る

一
方
、
社
会
的
分
業
が
発
展
し
各
個
人
が
専
業
化
す
る
ゆ
え

の

「孤
立
」
に
瀕
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
近
代

初
頭
に
お
い
て
、
当
時
最
新
の
情
報
流
通
手
段
で
あ

っ
た
、
郵
便

・
電
信

・
出
版
な
ど
に
依
拠
し
つ
つ
、
職
業

・
住
所

・
世
代
を

こ
え
た

「知
識
交
換
、
世
務
諮
詢
」
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
新
た
な
社
会
結
合
の
核
に
お
く
、
こ
の
こ
と
こ
そ
、
福
沢
諭
吉
ら
創

立
メ
ン
バ
ー
が
交
詢
社
構
想
に
か
け
た
社
会
的
意
義
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

 
そ
し
て
、
こ
の
交
詢
社
は
、
当
時
の
民
権
結
社
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
結
社
が
有
し
て
い
た
限
界
を
こ
え
、
と

に
か
く
も
全
国
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的
な
規
模
で
結
社
活
動
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
当
時
の
結
社
は
、
主
義
が
共
通
す
る
者
に
対
し
て
参
加
を
拒
ま
な
い
と

い
う
も
の
で
あ

っ
て
も
、
日
常
的
な
活
動
は
住
所

・
職
業

・
郷
土
を
共
通
し
て
い
る
と
い
う
あ
る
種
の
共
同
性
に
さ
さ
え
ら
れ
て

い
た
。
嘆
鳴
社
の
よ
う
に
各
地
に
支
社
を
建
設
し
た
り
、
愛
国
社

・
国
会
期
成
同
盟
の
よ
う
に
各
地
域
結
社
の
連
合
を
は
か
る
と

い
う
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
日
常
的
な
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

の
中
核
的
な
地
域
に
存
在
す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
主

に
担
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
交
詢
社
に
お
い
て
は
、
本
社
i
地
方
社
員
の
郵
便
な
ど
を
通
じ
た
応
答
を
核

と
す
る
こ
と
で
、

そ
の
活
動
を
全
国
的
な
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
交
詢
社

の
活
動
は
、
創
立
者
ら
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
で
あ
る
が
ゆ
え

に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

「知
識
交
換
、
世

務
諮
詢
」
と
は
、

一
方
で
情
報
交
換
の
促
進
で
あ
る
が
、
他
方
で
そ
の
情
報
交
換
に
よ

っ
て
相
互
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
あ
う

と

い
う
相
互
扶
助
の
意
味
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
福
沢
諭
吉
ら
創
立
者
た
ち
に
と

っ
て
、
政
治
以
上
に
重
大
な
こ
と
で

あ

っ
た
。
「独
立
」
が
単
な
る

「孤
立
」
に
終
わ

っ
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
福
沢
ら
が
交
詢
社
に
求
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
そ
し
て
、
福
沢
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
交
詢
社
は
、
解
体
し
て
し
ま
っ
た
旧
藩
を
中
心
と
す
る
社
会
結
合
を
再
建
す
る
も
の
で
あ

っ

た
。
幕
末
維
新
期
に
藩
が
政
治
的
な
動
き
の

一
つ
の
フ
レ
ー
ム
を
な
し
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
交
詢
社
内
部
で
私
擬
憲
法
構

想
な
ど
の
政
治
的
議
論
が
許
容
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
交
詢
社
は
ま
と
ま

っ
て
政
治
活
動
を
行
う
性
格

を
有
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
こ
そ

「世
務
」
と
し
て
政
治
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

 
「は
じ
め
に
」
に
も
ど

っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
交
詢
社
を
政
治
的
な
面
の
み
で
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
、
福
沢
ら
創
立
者
が
こ
め
た
社
会
的
意
義
を
ふ
く
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
十
分
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
こ
の
交
詢
社
が
現
代
ま
で
存
続
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
創
立
当
時
の
政
治
状
況
の
み
で
判
断
し
て
は
理
解
で
き
な
く
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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む
し
ろ
、
交
詢
社
の
よ
う
な
社
会
結
合
が
近
代
社
会
総
体
に
と

っ
て
も

っ
た
意
味
を
把
握
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
、
成
田
龍

一
は
、
「都
市
空
間
の
な
か
で
は
人
と
人
と
が
互
い
に
む
す
び

つ
き
、
都
市
的

「き
ず
な
」
i
都
市
的

集
団
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
社
会
的
結
合
を

つ
く
り
出
す
」
と
、
都
市
空
間
に
限
定
し
て
、
そ
こ
に
存
在

し
て
い
た
社
会

結
合
を
次

の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。
「都
市
空
間
」
を

「近
代
社
会
」
に
か
え
て
考
え
れ
ば
、
交
詢
社
に
も
あ

て
は
め
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
近
世
以
来
の
身
分
制
的

・
共
同
体
的
社
会
結
合
の
解
体
を
前
提
と
し
て
、
情
報
流
通
が
日
進
月
歩

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
的
分
業
が
進
展
す
る
が
ゆ
え
に
孤
立
に
陥

っ
て
い
く
危
険
に
瀕
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
近
代
社
会
に
お
い
て
、
い
か
な
る

形
で
社
会
結
合
は
可
能
な
の
か
。
こ
の
意
味
で
、
交
詢
社
の
創
立
と
は
、
新
し
い
社
会
結
合
の
ス
タ
イ
ル
を
創
設
す
る
実
験
で
あ

っ

た
と

い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
実
験
の
意
義
は
、
今
日
で
も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

交詢社結成の社会的意義

注(
1
) 

交

詢
社
編

『交
詢
社
百
年
史
』

(
一
九
八
三
年
)
三
頁
。
佐
志
伝

「交

詢
社
創
立
前
史
」

(『史

学
』
第
五

〇
号
所
収
 

一
九
八

○
年

 
 

三
田
史

学
会

)
に
お

い
て
も

同
様

の
評
価

を
し
て

い
る
。
な

お
、
本
稿

の
叙
述

に
お

い
て
、
事

実
関
係

に
お

い
て
は

『交
詢
社
百
年
史
』

 
 

に
依
拠
す

る
と

こ
ろ
が
多

い
。

(
2
) 

後
藤
靖

「自
由

民
権
期

の
交
詢
社

に

つ
い
て

(
一
)
」

(『
日
本
史
研
究
』
第

二
二
三
号
所
収
 

一
九
七
三
年

)

一
頁
。

(
3
) 

拙
稿

「都
市

民
権
運
動

の
成

立
i
東
京

に
お
け
る
都
市
知
識
人
結
社

の
動
向
ー
」

(『歴
史

評
論

』
第

四
〇
五
号
所
収
 

一
九
八
四
年
)

 
 

五

一
頁
参

照
。

な
お
、

一
八
七
九
年

に
か
け
て
の
福
沢
諭
吉
ら

の
政
治
的
な
言
動

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「立
憲
改
進
党
結
成

の
歴
史
的
前

 
 

提
-

『
郵
便
報
知

新
聞
』
を

中
心

と
し
た
主
義
政
党
論

の
展

開
」

(
『早
稲

田
大

学
史

記
要

』
第
四

一
号
所
収
 

二
〇
〇
五
年
)

で
分
析
し

 
 

て

い
る
。

(
4
) 

『交
詢
雑
誌
』
第

四
号

(
 
八
八

○
年

三
月

五
日
刊
)
。
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(
5
)

前

掲

『
交
詢
社
百
年

史
』

一
四
頁
。
な
お
、
阿
部
泰
蔵
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
は
、
慶
應
義
塾
編

『
福
沢
諭
吉
全
集

』
第

一
七
巻

(
一
九
六

 
 

一
年

岩
波
書
店
)
三
二
七
頁
。

(
6
)

前
掲

『福
沢
諭
吉
全
集
』
第

一
九
巻

(岩
波
書
店
、

一
九
六
二
年
)
四
〇

一
ー

四
〇
二
頁
。

(
7
) 
前

掲

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第

一
七
巻

三
三
三
頁
。

(
8
)

前
掲

『
交
詢
社
百
年

史
』

五
〇
四
-

五
〇
五
頁
。

(
9
) 

前
掲

『福
沢
諭
吉
全
集
』
第

一
七
巻

三
三
六
頁
。

(
10
) 

拙
稿

「
都
市
民
権
運
動
の
成
立
」

四
四
-

四
六
頁
参

照
。

(
11
) 
前

掲

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第

一
七
巻

三
四
三
頁

。

(
12
) 

同
右
三
四
五
頁
。

(
13
) 

前
掲

『
交
詢
社
百
年

史
』

二
四
-

二
五
頁

。

(
14
) 

前
掲

『福
沢
諭
吉
全

集
』
第

一
七
巻

三
四
七
頁
。

(
15
) 

前
掲

『交
詢
社
百
年
史
』
五
〇
五
頁
。

(
16
)

前
掲

『交
詢
社
百
年
史
』

一
七
-

一
九
頁
参
照
。
最
初

の
社
則

で
は
社
名
は

「
日
東
」
と
さ
れ

て
い
た
が
、
そ

の
上
に

「
交
詢
」
と
張

 
 
り
紙
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(
17
)

交
詢
社

の
設
立
過
程
に

つ
い
て
は
、
前

掲

『交
詢
社

百
年

史
』

一
四
-
六

四
頁
参
照
。

(
18
) 

前
掲

『交
詢
社
百
年
史
』
二
四
頁
。

(
19
) 

同
右
。

(
20
)

同
右
。

(
21
)

同
右
。

(22
) 

同
右
。
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(23
)

同
右
。

(
24
) 

同
右

二
六
頁
。

(
25
) 

同
右

二
〇
ー

二

一
頁
。

(26
)

前
掲

『
交
詢
社

百
年
史

』

一
九
-

二
〇
頁

に
よ

る
と
、
現
在

「
交
詢
社
社
則
」
と
し

て
残

さ
れ

て
い
る
も

の
は
四
種
存
在
す

る
。
①
は

 
 
巻
頭

に
緒
言
が
あ
り
続

い
て
社

則
が
載

せ
ら
れ

て
い
る
も

の
で
、
前
述

の
よ
う

に
社
名

が

「
日
東

」
か
ら

「
交
詢
」

に
変
更

さ
れ
て
い
る

 
 
も

の
で
あ

る
。
②

は

「交
詢
社
社

則
附
言
」

と

「
追
加
」

(設
立
前

の
付
則
)

が
緒

言

・
社
則

の
前

に
掲
載
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
③
は

 
 
「交
詢
社
社
則

附
言
」

が

「交
詢

社
設
立
之
大
意
」

に
改

題
さ
れ

て
巻
頭

に
掲
載

さ
れ
、
続

い
て

「
追
加

」

「緒
言
」
「
社
則
」

の
順

で
載

 
 
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。
④

は
③

の
最
後

に
同
年
末

に
作
成
さ
れ
た

「
副
規
則
」
が
掲
載

さ
れ
た
も

の
で
、
最
も
社
員
勧
誘

に
使
わ
れ
た

 
 
も

の
と
推
測

さ
れ

て
い
る
。

こ

の
こ
と
か
ら
、
「交

詢
社
設
立
之
大
意
」

は
、

始
め
は

「交
詢

社
社
則
附
言
」
と
題
さ
れ

て
い
た

こ
と

が

 
 
わ
か
る
。

一
八
七
九
年

一
〇
月
八
日
付
原
時
行
宛
福
沢
諭
吉
書
簡

で
は

「先
便
申
上
候
小
幡
始

め
社
友

の
発
起
に
て
結
社

の
義
、
此
度
其

 
 
仮
規
則
も
出

来
候

に
付
、
附

言
共
数

通
御
廻
し
申

上
候
」

(前
掲

『福
沢
諭
吉
全
集

』
第

一
七
巻

三
四
八
頁
)
と
あ
り
、

一
〇
月
八

日
ま

 
 
で
に
は
成
立

し
て

い
た
と

い
え

る
。

(
27
)

前
掲

『交
詢
社
百
年
史

』
二

一
頁

。

(
28
) 

同
右

二
二
頁
。

(
29
)

拙
稿

「立
憲
改
進
党
結
成

の
歴
史

的
前
提
」
参
照
。

(
30
) 

前
掲

『交
詢
社

百
年
史

』
二
二
i

二
一二
頁
。

(
31
) 

『交
詢
雑
誌

』
第
二
号

(
一
八
八

○
年
二
月

一
五
日
刊
)
。

な
お
、
交
詢
社

の
創
立

に
か
か
わ

っ
た
鎌
田
栄
吉
は

「
そ

の
時

の
福

沢
先
生

 
 
の
演
説

は
非
常

に
面
白

い
。
先
づ
何
故
に
斯
う

い
ふ
交

詢
社

と

い
ふ
も

の
が
必
要
か
と

い
ふ

こ
と
を
演
説
さ
れ
た
が
、
そ

の
前

に
交

詢
社

 
 
設
立
の
由
来
と
か

い
ふ
名
文

が
出
ま
し
た
が
、
そ

の
趣
意
書
と
は
違

っ
た
こ
と
を
述

べ
ら

れ
ま
し
た
」

(前
掲

『交
詢
社
百
年
史
』

五
〇

 
 
三
頁
)
と

回
想

し
て

い
る
。
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(
32
) 

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第

四
巻

(岩
波
書
店
、

一
九

五
九
年
)
参
照
。

(
33
) 

『
福
沢
諭
吉
全
集
』

第
六
巻

(岩
波
書
店
、

一
九

五
九
年
)
参
照
。

(
34
) 

拙
稿

「
立
憲
改
進
党
結

成

の
歴
史
的
前
提
」
参

照
。

(
35
) 

『
交
詢
雑
誌

』
第

三
号

(
一
八
八

0
年

二
月

二
五
日
刊
)
。

(36
) 

岡
本
貞
休
…
『恩
師
先
輩

訓
話
随
録
』

(実
業
之
日
本
社
、

「
九

一
四
年
)

=

九

頁
。

(37
) 

『交
詢
雑
誌
』
第

一
号
。

(
38
)

同
右

。

(
39
)

前

掲

『交
詢
社
百
年
史

』
六
四
頁
。

(
40
)

小
会

の
廃
止

と
専

門
部

の
設
置

に
つ
い
て
は
、
前
掲

『交
詢
社
百
年
史
』
九
四
-

一
=
二
頁
参
照
。

(
41
) 

交
詢
社

社
員
の
演

説
に

つ
い
て
は
、
前
掲

『交
詢
社
百
年
史
』

一
二
六
-

一
二
八
頁
参
照
。

(
42
)

巡
回
委

員
派

遣
に

つ
い
て
は
、
前
掲

『交
詢
社

百
年
史
』

一
三
五
ー

一
四

一
頁
参

照
。

(
43
) 

随
意
談
会
に

つ
い
て
は
、
前
掲

『交
詢
社
百
年
史

』

一
一
四
頁
参
照
。

(
44
)

各
地

の
交
詢
会

に

つ
い
て
は
、
前
掲

『交
詢
社
百
年
史
』

一
四

一
ー

一
四
五
頁
参
照
。

(
45
)

成
田
龍

一

『
「
故
郷
」
と

い
う
物
語
-
都
市
空
間
の
歴
史
学
1
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
八
九
八
年
)

二
六
頁
。

(
46
) 

私
個
人
は
、
こ

の
交
詢
社

が
設
立

さ
れ
た
当
時

の
自
由
民
権
運
動
は
、
最
終

的
に
近
代
的
な
政
治

ス
タ
イ

ル
を
創
出
し
た
運
動

と
し
て

 
 
捉
え

て
い
る
。
そ

の
意
味

で
は
福
沢
諭
吉
も
交
詢
社
も
、
自
由
民
権

運
動

の

一
翼

を
担

っ
た
存
在
と

い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
福

沢
に

 
 
せ
よ
交
詢
社

に
せ
よ
、
単
な

る
政
治

に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
根
源
的
な
近
代
社
会

の
あ
り
方

を
意
識
的

に
提
示
し
よ
う
と
し
て

い
た
と

い

 
 
え
よ
う
。
そ

の
意
味
で
、
当
時

の
自
由
民
権
運
動

の
枠
を

こ
え

た
存
在
だ

っ
た

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
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